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家族が新型コロナウイルスに
感染した時に注意したいこと

■お世話はできる限り限られた方で対応しましょう。
■療養者は外出を避けてください。療養期間中は感染を広めてしまう可能性があります。
■ご家族、同居されている方も熱を計るなど健康観察をし、不要不急の外出は控えましょう。
■発熱や咳などの症状があった場合は、軽度であっても外出や移動を控え、かかりつけ医など身近な
医療機関に、まずは電話相談をお願いします。

前年度比
約1.8倍

企画課　☎43−2113　　 43−1960 保健センター　☎43−1990　　 44−9744

新型コロナウイルス感染症の一番多い感染経路は、家庭内感染です。ご家族の健康を守るため、できる範囲
で適切な対策を取りましょう。

　　　部屋を分ける 　　　手洗い・消毒
可能な範囲で部屋を分け
ましょう。分けられない
場合は、２ｍ以上の距離
を保ったり、仕切りやカ
ーテンの設置などをおす
すめします。

こまめに石けんで手洗
いし、アルコール消毒
をしましょう。ドアの
取っ手、トイレ、洗面
台など共用部分を消毒
しましょう。

鼻をかんだティッシュ
などは、すぐにビニー
ル袋に入れ、室外に出
すときは密閉して捨て
てください。手洗いも
忘れずに。

　　　ゴミは密閉して　　　マスクを着用
同居家族全員、できるだ
けマスクを正しく着用し
ましょう。外すときは表
面に触れないようにひも
部分を持ち、外した後は
手洗いをしましょう。

汚れた衣服やリネンは、
手袋とマスクを着用し、
一般的な家庭用洗剤で
洗濯し完全に乾かして
ください。

　　　汚れた衣服などを洗濯　　　窓を開けて換気
定期的に換気をしまし
ょう。共用スペースや
他の部屋も窓を開けっ
放しにするなど換気を
しましょう。

外国人英語指導助手派遣事業は、小中学校にお
ける外国語教育の改善・充実および国際教育の
充実を図ることを目的としています。

　平成20年度から始まり、毎年寄附件数が増えている
「ふるさと下妻寄附（ふるさと納税）」。
　令和３年度は、全国から31,012件（前年度比約1.7倍）、
総額３億6,964万５千円（前年度比約1.8倍）の寄附を
いただきました。今年は約31,000人の全国の皆さまに、
返礼品の地場産品をお送りすることができ、本市をＰＲ
できました。
　寄附金は、寄附者の皆さまからのご要望に応じて、
本市のまちづくりに活用しています。全国からのご寄
附ありがとうございました。

■安全安心都市に関する事業

○ＬＥＤ防犯灯設置事業
○高齢者・障害者福祉タクシー利用助成事業
○出産育児応援給付金事業
○学童保育事業　など

　寄附者の皆さまには下妻産のお礼の品をお送
りしています。各事業者の協力を得て、現在約
270品目を用意していますが、より多くの方に
市の魅力を感じてもらえるよう新たなお礼の品
を随時募集しています。市内で生産、加工また
は製造された品や、市内で提供されるサービス
をお礼の品としてご提案ください。詳細は市企
画課までお問い合わせください。
　また、お礼の品に適した商品やサービスをご
存知の方からの推薦も随時受け付けています。

■文化創造都市に関する事業
（教育・文化・スポーツ・生涯学習など )
○外国人英語指導助手派遣事業

（福祉・子育て・医療・防災・防犯など）

寄附額の推移

ＬＥＤ防犯灯

全国から「ふるさと下妻寄附（ふるさと納税）」をいただきました
令和３年度実績３億6,964万５千円（31,012件）

外国人英語指導助手による英語授業の様子


